
綜合警備保障株式会社

（証券コード：２３３１）

■ ２０２１年１０月２９日（金）

２０２２年３月期第２四半期
決算説明会



目　次

1

Section　１ ２０２２年３月期第２四半期決算概要

Section　２ ２０２２年３月期の業績計画

2

Section　３ ＡＬＳＯＫグループの取り組み

22

25



Section1

2

Section　１ ２０２２年３月期第２四半期決算概要

Section　２ ２０２２年３月期の業績計画

Section　３ ＡＬＳＯＫグループの取り組み

0 0



２０２２年３月期第２四半期
決算概要 決算トピックス Section1

3

１　売上高は中間期の過去最高を更新

２　中間期、過去最高益を更新

３　東京2020大会が成功裏に終了

　

　・ 中間期ベースで、売上高は11期連続増収

　・ 各利益段階においても過去最高益を達成

　・ 東京2020大会警備JV（553社、約47万人）の共同代表として中心的役割を果たした



２０２２年３月期第２四半期
決算概要 売上高・損益の状況　【前年同期比】 Section1

4

売上高

2,258 

2,452 

21/3期2Q 22/3期2Q

560 

641 

21/3期2Q 22/3期2Q

158 

248 

21/3期2Q 22/3期2Q

164 

257 

21/3期2Q 22/3期2Q

99 

160 

21/3期2Q 22/3期2Q

+8.6%

+14.4%

+56.8% +56.4%

+61.6%

(単位：億円)

売上総利益 営業利益 経常利益 親会社株主に

帰属する四半期純利益



経 常 利 益 257            198            59 130.1%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 160            125            35 128.8%

売 上 高 2,452        2,490        ▲ 37 98.5%

営 業 利 益 248            191            57 130.0%

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 売上高・損益の状況　【計画比】 Section1

22/3期2Q　実績 22/3期2Q　計画 計画比 達成率（単位：億円）

5



6

常 駐 警 備 556              672              116 21.0%

機 械 警 備 849              880              31 3.7%

警 備 輸 送 325              336              11 3.5%

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 業務別売上高の状況【前年同期比】 Section1

(単位：億円) 21/3期2Q　実績 22/3期2Q　実績 前年同期比 増減率

セ キ ュ リ テ ィ 事 業 1,730          1,889          159 9.2%

そ の 他 26                30                4 16.9%

合 計 2,258          2,452          194 8.6%

綜 合 管 理 ・ 防災 事業 302              324              22 7.3%

介 護 事 業 199              208              8 4.2%



+17.7% ]

前年同期比　3.7％増

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 機械警備業務の状況 Section1

]+3.7%

　[ 売却収入： 122億円 前年同期比 +0.4%

前年同期比728億円　[ 契約収入：

]

7

　[ 工事収入： 28億円 前年同期比849 

880 

21/3期2Q 22/3期2Q

+3.7%

売上高
(単位：億円)



・ALSOK-G７（ジーセブン）

前年同期比 1.5%

　　　　　　　　　　　　　　販売促進

増

8

546      千件]

Section1機械警備業務の状況【法人向け】２０２２年３月期第２四半期
決算概要

[累計契約件数：

18/3期2Q 19/3期2Q 20/3期2Q 21/3期2Q 22/3期2Q

機械警備件数【法人向け】

+3.2%

+2.9%

+2.5%

+1.6%
+1.5%

501

516
529

538
546

（単位：千件）



[累計契約件数：

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 機械警備業務の状況【個人向け】 Section1

9

・ホームセキュリティ Basic

※　集合住宅における対象戸数を
　　 含めると約１２５万戸

・HOME ALSOKみまもりサポート

前年同期比 増2.6%

456      千件]

18/3期2Q 19/3期2Q 20/3期2Q 21/3期2Q 22/3期2Q

機械警備等件数【個人向け】

+6.2%

+4.0%

+2.7%
+2.3%

+2.6%

（単位：千件）

407
423

434
444

456



常駐警備業務の状況２０２２年３月期第２四半期
決算概要

10

Section1

　　・東京2020大会の警備

　　・コロナ軽症者等の宿泊療養施設の警備

前年同期比　21.0％増

556 

672 

21/3期2Q 22/3期2Q

+21.0%

売上高
(単位：億円)



　　　人手不足を背景とした小売・公共交通機関等からの受注が好調

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 警備輸送業務の状況 Section1

11

・ ATM綜合管理 約74,300台
前年同期比

0.3%増

入（出）金機
オンラインシステム 約27,300台・

前年同期比
6.2%増

　

前年同期比　3.5％増

325 

336 

21/3期2Q 22/3期2Q

+3.5%

(単位：億円)

売上高



前年同期比　7.3％増

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 綜合管理・防災事業の状況 Section1

　・新型コロナウイルス感染症対策

12

　　関連商品・サービスの販売が堅調に推移

302 

324 

21/3期2Q 22/3期2Q

+7.3%

(単位：億円)

売上高
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前年同期比　4.2％増

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 介護事業の状況 Section1

　・施設入居者数の増加

　・訪問医療マッサージ利用者数の回復　等

199 

208 

21/3期2Q 22/3期2Q

(単位：億円)

+4.2%

売上高



前年同期比　16.9％増

　・ＰＣＲ検査　　　　　等

14

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 その他の状況 Section1

　・情報セキュリティ関連

　・安否確認サービス
26 

30 

21/3期2Q 22/3期2Q

(単位：億円)

+16.9%

売上高
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２０２２年３月期第２四半期
決算概要 業種別売上高・構成比の状況 Section1

1,254 1,302 1,376 1,336 1,442

453 452 459 451 441149 151 161 155
247

243 246 254 315
320

18/3期2Q 19/3期2Q 20/3期2Q 21/3期2Q 22/3期2Q

個人

公共法人

金融機関

事業法人

(13.1%)

(10.1%)

(18.0%)

(58.8%)(59.1%)(61.2%)(60.6%)(59.7%)

(20.0%)
(20.4%)(21.0%)

(21.6%)

(6.9%)(7.1%)(7.0%)
(7.1%)

(14.0%)(11.3%)(11.4%)
(11.6%)

(単位：億円)（ ）内は構成比率

[15][内、海外売上高] [20][17] [24][20]



２０２２年３月期第２四半期
決算概要 損益の分析 Section1

（単位：億円） 21/3期2Q 22/3期2Q 前年同期比 増減率

売 上 高 2,258 2,452 194.0 8.6%
売 上 原 価 1,698 1,811 113.3 6.7%

労 務 費 853 863 10.1 1.2%
外 注 費 240 302 62.1 25.8%
減 価 償 却 費 67 68 1.2 1.8%
そ の 他 原 価 290 334 43.5 15.0%

246 242 ▲ 3.6 ▲1.5%工 事 ・ 売 却 原 価

246 ▲ 11.0 ▲4.3%

営 業 利 益 158 248 89.9 56.8%

402 392 ▲ 9.3 ▲2.3%
広 告 宣 伝 費 12 16 4.5 37.8%

販 売 管 理 費

減 価 償 却 費

そ の 他 販 管 費

人 件 費 257

16

11 11 0.3 2.7%
120 117 ▲ 3.2 ▲2.7%



２０２２年３月期第２四半期
決算概要 経常利益の増減要因（前年同期比） Section1

17

（単位：億円）

164

70

257

+70

+20
+3

21/3期2Q 22/3期2Q

売上増加・利益率改善等

労務費関連

営業外損益



２０２２年３月期第２四半期
決算概要 経常利益（率）の推移 Section1

18

138 145 
172 164 

257 

6.6% 6.7%

7.7% 7.3%

10.5%

18/3期2Q 19/3期2Q  20/3期2Q  21/3期2Q  22/3期2Q  

経常利益 経常利益率

（単位：億円）



1,017 4

1,579

19
▲ 63 4,751

1,770

4,8144,751

4

資産合計

無形固定資産

712

▲ 24

Section1

21/3期末22/3期2Q末 前期末比

▲ 170

▲ 43

123

65

867

197

▲ 115

75 9

27 2

社債 -

75

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 連結貸借対照表

1,037

238

25

支払手形及び買掛金

短期借入金

未払法人税等

引当金

21/3期末22/3期2Q末 前期末比

▲ 562,2762,219

▲ 109

▲ 1▲ 1

442

▲ 11

608

▲ 16

3

流動負債

原材料及び貯蔵品

未成工事支出金

▲ 29

672

512 542

▲ 0

現金及び預金

警備輸送業務用現金

流動資産

81 467

240

5 その他

1,087 15

64

828718

投資その他の資産

受取手形及び売掛金

貸倒引当金

固定負債

役員退職慰労引当金

資産除去債務

固定資産

負債合計

3 ▲ 0

2,5382,531

1,072

▲ 6

732

33

▲ 20

1

- -

45

▲ 190

負債純資産合計 4,814 ▲ 63

純資産合計 3,044

長期借入金

退職給付に係る負債

1614 ▲ 2

269271

3,171 127

0

その他 387 395 ▲ 8426

有価証券 6 5 0

立替金 68 56 12

その他 157 156 0

1,033有形固定資産

432 ▲ 6

（単位：億円）



80
▲ 75
▲ 49

▲ 37

長期借入金の返済による支出

税金等調整前当期純利益

減価償却費

22/3期2Qの主な内訳

● 営業活動によるキャッシュ・フロー 257

20

● 投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 62

▲ 26

有形固定資産の取得による支出

● 財務活動によるキャッシュ・フロー 配当金の支払額

▲ 15

リース債務の返済による支出

法人税等の支払額

仕入債務の減少

２０２２年３月期第２四半期
決算概要 連結キャッシュ・フローの状況 Section1

（単位：億円）

21/3期2Q 22/3期2Q

266 211

▲ 216 ▲ 48

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 493 604

前年同期比

▲ 55

167

▲ 44

111

▲ 44 ▲ 89



２０２２年３月期第２四半期
決算概要 設備投資および減価償却費 Section1

■設備投資推移 ■減価償却費推移

21

62 57
68

20/3期2Q 21/3期2Q 22/3期2Q

(単位：億円)

74 
79 80 

20/3期2Q 21/3期2Q 22/3期2Q

(単位：億円)

+1.9%

+18.8%
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Section2

Section　１ ２０２２年３月期第２四半期決算概要

Section　２ ２０２２年３月期の業績計画

Section　３ ＡＬＳＯＫグループの取り組み
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２０２２年３月期の業績計画 ２０２２年３月期　業績計画 Section2

4,699 
5,005 

売上高

21/3期 22/3期

371 
421 

営業利益

21/3期 22/3期

392 
435 

経常利益

21/3期 22/3期

250 275 

親会社株主に帰属する

当期純利益

21/3期 22/3期

（単位：億円）

+9.9%

+10.9%

+13.2%

+6.5%



※（　）内は、1株あたりの中間配当額および期末配当額

76
（38.0）中間
（38.0）期末

配当性向 29.1% 28.0%

21/3期

２０２２年３月期の業績計画

24

Section2配当額の推移

30.0% 29.3%

1株
あたり
配当額
（円）

72
（35.0）中間
（37.0）期末

66
（31.0）中間
（35.0）期末

70
（34.5）中間
（35.5）期末

19/3期 20/3期
22/3期
(予想）



Section　２ ２０２２年３月期の業績計画

Section3

Section　１ ２０２２年３月期第２四半期決算概要

25

Section　３ ＡＬＳＯＫグループの取り組み
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東京２０２０大会への取組み Section3

・各会場の警備業務

手荷物検査・車両検査(AI機能活用) 等

ＡＬＳＯＫグループの取り組み

・各競技会場・施設の維持管理

・点検業務

・室内清掃業務 等

・沿道警備

・巡回警備

・海上警備

・添乗警備

・貴重品輸送 等

警備関係者や警備員同士の情報連携ツール

ALSOKスタッフ等連携システム

ICTを活用し警備業務の高度化・効率化を実現

対策本部

関係者等警備員

情報連携

スタッフ等連携システムの仕組み

映像

位置情報
映像

位置情報

警備業務

その他

主な業務内容

社内発隊式の様子
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「ＡＬＳＯＫ‐G７」を活用した新たなサービス Section3ＡＬＳＯＫグループの取り組み

画像センサー

クラウドサーバー 施設ホームページ

事前に調べて密を回避 「ALSOK混雑状況配信サービス」

基本構成

侵入 火災 非常

ライブ画像確認

警備＋α

【2021年6月サービス提供開始】

混雑状況イメージ

ALSOK‐G7

・施設や店舗等の混雑状況を事前に確認

・感染症対策と集客の両立が可能
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HOME ALSOK関連サービスの強化 Section3

ホームセキュリティBasic

基本構成

侵入 火災 非常

ご家庭のお困り事やお悩み事を丸ご

と解決

無料で利用できる「健康相談」が

ワンプッシュダイヤルで利用可能

■緊急駆け付けサービス

鍵・ガラスのトラブルサポート等

追加項目

ＡＬＳＯＫグループの取り組み

日本ケアサプライとの業務提携

被保険者・ご高齢者の生活に対して総合的な支援

をすることで社会課題の解決に貢献

■福祉用具レンタル卸・販売

■高齢者生活支援サービス

・生活支援物販 ・食事サービス

HOME ALSOK ハウスサポート

専用アプリと連動
お手軽にお申込みが可能に

専用アプリ リニューアル

一般個人および介護事業者への販売強化

【2021年８月】

【2021年９月 月額会員プランのサービス提供開始】

■生活便利サービス

ハウスクリーニング等
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橋梁点検業務へのドローン活用 Section3

橋梁点検業務へのドローン活用

ドローンを用いた橋梁点検業務を実施（静岡県浜松市）

ＡＬＳＯＫグループの取り組み

ドローンによる橋梁点検の様子

今後、各種インフラへの活用

太陽光パネル点検

これまでの主なドローン活用事例

【2021年９月実施】

老朽化した橋梁の増加

技術者の人手不足

ドローンの活用

点検業務の省人化・短期間化

比較的安全な点検手法

国土交通省点検支援技術性能カタログに掲載

（使用するドローンSkydio J2)



30

　「ALSOKオフィスドクターパック」 Section3

心身の健康悪化

など

ＡＬＳＯＫグループの取り組み

ALSOK‐G7
企業内部に潜むリスクから守る 「ALSOKオフィスドクターパック」

ヘルス・セキュリティ

従業員

産業医の選任義務がない「50名未満の事業場」向け

【2021年９月サービス提供開始】

企業内部に潜むリスクから

会社と従業員を守り、

「安全・安心・健康」をサポート

従業員の健康管理をサポートするための産業医サービス
（※「オフィスドクター」とは、「産業医」を表す造語）

主なサービス内容
・健康診断結果の産業医による

就業判定

・医学、産業衛生に関する

セミナーのご案内
・人事、労務担当者様からの電話相談 等



31

Section3ＡＬＳＯＫグループの取り組み

東京２０２０大会出場の当グループ所属選手

射撃

男子10ｍエアライフル

混合10ｍエアライフル

男子50ｍライフル3姿勢

岡田 直也

レスリング

男子フリースタイル

86㎏級

高谷 惣亮

ウエイト

リフティング

男子96㎏級

山本 俊樹

ウエイト

リフティング

女子55㎏級

八木 かなえ

ホッケー

DF

大橋 雅貴

ホッケー

MF

落合 大将

柔道

男子90㎏級

団体（混合）銀メダル

向 翔一郎

レスリング

男子グレコローマン

スタイル77㎏級 銅メダル

屋比久 翔平

ゴールボール

パラリンピック 女子団体

銅メダル

若杉 遥



資料についてのご注意

本資料に記載されている当社の現在の計画、戦略などのうち、歴
史的事実でないものは、将来の業績等に関する見通しであり、リ
スクや不確定な要因を含んでおります。
そのため、実際の業績につきましては、経済情勢・競合状況・技術
革新等のさまざまな要因により、これら見通しと大きく異なる結果
となることがあり得ます。


